
契
約
期
間
は
20
年
。
発
電
総

容
量
は
約
１
・
４
Ｍ
Ｗ
、
年

間
想
定
発
電
量
は
約
２
１
４

２
Ｍ
Ｗ
ｈ
と
な
り
、
本
学
の

年
間
消
費
電
力
量
の
約
32
％

に
相
当
す
る
。
こ
れ
に
よ
り

Ｃ
Ｏ
２
を
年
間
約

９
４
０
ｔ-

Ｃ
Ｏ

２
削
減
で
き
る
。

発
電
状
況
は
、
本

館
入
口
脇
に
設
置

さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー

に
よ
っ
て
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
確
認
で

き
る
。

　

６
月
20
日
、
埼

玉
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
柳
澤
章
理

事
長
、
竹
内
貞
雄

学
長
、
西
松
建
設

の
細
川
雅
一
社
長

ほ
か
関
係
者
が
出

席
し
、
利
用
開
始

式
な
ら
び
に
記
者

発
表
が
執
り
行
わ

れ
た
。
柳
澤
理
事

長
は
本
事
業
の
契

約
に
つ
い
て
「
省

エ
ネ
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
の
安
定
性
と
い
う

観
点
か
ら
決
定
し
た
。
本
学

の
環
境
活
動
と
し
て
新
た
な

第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が

で
き
た
」
と
強
調
し
た
。

　

竹
内
学
長
は
本
学
の
20
年

以
上
に
わ
た
る
環
境
活
動
の

実
績
を
紹
介
し
た
う
え
で
、

今
回
の
シ
ス
テ
ム
導
入
の
経

緯
や
目
的
に
つ
い
て
説
明
。

今
後
の
本
学
の
方
針
と
し
て

「
環
境
マ
イ
ン
ド
を
も
っ
た

次
世
代
の
人
材
育
成
、
大
学

全
体
と
し
て
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
対
応
と

い
う
２
つ
の
柱
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。
今
回
、
そ
の
大

き
な
ベ
ー
ス
が
完
成
し
た
と

い
え
る
」
と
説
明
し
た
。

ん
で
い
る
空
調
熱
源
機
（
吸

収
式
冷
凍
機
）
や
Ｇ
Ｈ
Ｐ
空

調
機
の
更
新
に
よ
る
高
効
率

化
を
計
画
し
て
い
る
。
対
象

と
な
る
建
物
は
本
館
、
Ｗ
10

棟
の
熱
源
、
８
号
館
、
16
号

館
、
17
号
館
、
Ｓ
21
棟
、
Ｓ

１
棟
、
Ｗ
１
棟
で
あ
る
。
運

用
面
に
お
い
て
も
、
昨
年
度

同
様
に
中
央
監
視
装
置
を
活

用
し
、
運
転
の
効
率
化
と
快

適
性
を
両
立
で
き
る
最
適
運

用
を
図
っ
て
い
く
。

　

加
え
て
我
が
国
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
（
２

０
５
０
年
：
実
質
ゼ
ロ
）
に

添
い
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
達
成
を
目
指
し
、
本
学

の
方
針
の
明
確
化
と
脱
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
に
向
け
た
ご
み
箱

の
分
別
改
善
を
継
続
し
、
サ

ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス

の
充
実
に
向
け
た
活
動
を
推

進
し
て
い
く
。

削
減
の
自
主
基
準
を
設
け
、

本
年
度
よ
り
導
入
さ
れ
た
Ｐ

Ｐ
Ａ
電
力
（
右
上
に
関
連
記

事
）
の
有
効
利
用
は
も
と
よ

り
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
管
理
部
会
を
中
心
に
、
次

の
省
エ
ネ
・
節
エ
ネ
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。
①

省
エ
ネ
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
啓

発
活
動
②
空
調
の
中
間
期
完

全
停
止
③
外
気
温
度
に
よ
る

熱
源
運
転
制
御
④
ク
ー
ル
ビ

ズ
の
励
行
⑤
授
業
の
休
み
時

間
ご
と
の
教
室
照
明
・
空
調

機
の
停
止
を
実
施
す
る
。
な

お
、
感
染
症
防
止
の
観
点
か

ら
、
引
き
続
き
換
気
設
備
の

運
転
は
停
止
し
な
い
。

　

本
年
度
は
、
昨
年
度
以
上

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
削
減

を
達
成
す
べ
く
、
部
会
で
は

省
エ
ネ
改
善
策
と
し
て
、
Ｗ

10
棟
の
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
加
え
、
経
年
劣
化
が
進

ら
に
、
昨
年
度
よ
り
協
力
し

て
い
る
電
力
供
給
会
社
に
対

し
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
型
デ
ィ

マ
ン
ド
・
リ
ス
ポ
ン
ス
に
お

い
て
18
回
（
３
１
８
３
ｋ
ｗ

ｈ
）
の
協
力
を
し
た
。

　

一
方
、
本
年
度
よ
り
埼
玉

県
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
条

例
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
目

標
が
第
４
期
計
画
に
入
り
、

削
減
量
が
基
準
値
比
の
50
％

に
見
直
さ
れ
、
更
な
る
省
エ

ネ
活
動
が
必
要
と
な
っ
て
お

り
、
本
学
で
は
基
準
値
59
％

　

昨
年
度
の
省
エ
ネ
実
績

は
、
温
対
法
に
お
け
る
埼
玉

県
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
条

例
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
目

標
（
基
準
値
７
４
５
０
ｔ-

Ｃ
Ｏ
２
／
年
の
22
％
削
減
）

に
対
し
、
39
・
１
％
削
減

（
昨
年
比
７
％
削
減
）
を
達

成
し
た
。
ま
た
、
省
エ
ネ
法

の
原
油
換
算
エ
ネ
ル
ギ
ー
削

減
目
標
値
（
ベ
ン
チ
マ
ー
ク

指
標
で
０
・
５
５
５
以
下
）

に
対
し
て
も
０
・
４
８
７
と

な
り
こ
れ
も
達
成
し
た
。
さ

あ
れ
」
の
制
作
に
関
す
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
「
本
日
の

よ
う
な
学
園
行
事
の
際
に
は

全
員
で
歌
う
よ
う
に
し
た

い
」
と
提
案
。
出
席
者
全
員

な
る
」と
主
張
し
、危

機
感
を
共
有
し
た
。

　

さ
ら
に
、
日
経
Ｃ

Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
発
行

「
就
職
力
ラ
ン
キ
ン

グ
」
に
お
い
て
本
学

が
各
カ
テ
ゴ
リ
で
上

位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
示
し

「
人
材
育
成
力
と
い

う
観
点
で
見
れ
ば
、

極
め
て
高
い
評
価
を

得
て
い
る
」
と
強
調
し
た
。

そ
し
て
「
こ
の
実
績
を
ふ
ま

え
『
学
生
を
成
長
さ
せ
る
大

学
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

と
し
て
募
集
活
動
を
強
化
し

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

真
面
目
な
教
育
運
営
に
努
め

人
柄
を
育
て
る
教
育
を
推
進

　

駒
場
中
学
校
・
高
校
の
大

塚
勝
之
校
長
は
「
普
通
科
専

一
に
な
っ
た
今
『
真
面
目
で

な
け
れ
ば
い
い
教
育
は
で
き

な
い
』
と
い
う
想
い
で
教
育

運
営
を
進
め
て
い
る
」
と
説

明
。
入
試
広
報
施
設
の
新

設
、
保
健
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、
大
学
へ
の
進
学
実
績
な

ど
を
報
告
し
、
特
に
中
学
校

の
出
願
数
が
東
京
・
神
奈
川

地
域
で
２
番
だ
っ
た
こ
と
に

驚
い
た
と
述
べ
た
。
最
後
に

「
こ
れ
か
ら
も
人
柄
を
育
て

る
教
育
を
推
進
し
て
い
き
た

い
」と
締
め
括
っ
た
。

学
園
創
立
記
念
日
の
由
来

学
園
賛
歌
を
紹
介

　

最
初
に
柳
澤
章
理
事
長
が

登
壇
し
、
学
園
創
立
記
念
日

制
定
の
由
来
と
開
学
当
時
の

キ
ャ
ン
パ
ス
の
様
子
を
語
っ

た
。
そ
し
て
教
職
員
、
学
園

関
係
者
に
対
し
「
時
代
が
移

り
、
人
も
移
り
、
い
ろ
い
ろ

と
状
況
が
変
化
す
る
中
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
学
園
の
運

営
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
感
謝

し
て
い
る
」
と
労
っ
た
。
さ

ら
に
「
同
じ
船
に
乗
っ
て
い

る
仲
間
と
し
て
心
を
一
つ
に

し
、
こ
の
機
会
に
親
睦
を
深

め
、
協
力
し
て
学
園
の
運
営

に
努
め
て
ほ
し
い
」
と
求
め

た
。

　

柳
澤
理
事
長
は
続
い
て
学

園
賛
歌
「
我
が
学
舎
に
栄
光

で
賛
歌
を
合
唱
し
た
。

人
材
育
成
力
で
高
評
価

学
生
を
成
長
さ
せ
る
大
学
へ

　

続
い
て
竹
内
貞
雄
学
長
が

本
学
を
取
り
巻
く
環
境
と
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
前
提
と
し
て
大
学
進
学

者
の
今
後
の
推
移
を
示
し
、

２
０
４
０
年
か
ら
の
急
激
な

減
少
に
備
え
る
必
要
が
あ
る

と
と
も
に
、「
大
学
の
ブ
ラ

ン
ド
力
が
問
わ
れ
る
こ
と
に

　

本
学
が
代
表
機
関
を
務
め

る
研
究
課
題
「
受
粉
ド
ロ
ー

ン
と
害
虫
防
除
ロ
ボ
ッ
ト
の

た
め
の
自
動
制
御
技
術
の
開

発
と
普
及
」
が
、
国
立
研
究

開
発
法
人
農
業
・
食
品
産
業

技
術
総
合
研
究
機
構
の
「
ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
の
開
発
・

供
給
に
関
す
る
事
業
」
に
採

択
さ
れ
た
。

　

本
研
究
は
電
気
情
報
工
学

科
の
平
栗
健
史
教
授
（
代
表

研
究
者
）
と
清
水
博
幸
准
教

授
が
主
導
し
他
大
学
、
農
業

法
人
、
企
業
、
自
治
体
、
金

融
機
関
と
共
同
で
実
施
す

る
。
研
究
期
間
は
本
年
度
か

ら
２
０
２
７
年
度
の
３
年
間

と
な
っ
て
い
る
。

　

我
が
国
の
農
業
に
お
い
て

は
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化

が
進
み
、
将
来
の
担
い
手
不

足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
大

規
模
農
場
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
や

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
作
業
の
自

動
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
小

規
模
な
畑
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
で
は
、
そ
う
し
た
技
術
を

そ
の
ま
ま
導
入
で
き
な
い
こ

と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ト
マ

ト
、
イ
チ
ゴ
、
シ
イ
タ
ケ
な

ど
の
栽
培
に
お
い
て
、
受
粉

や
害
虫
対
策
の
作
業
を
完
全

自
動
化
し
、
省
力
化
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
Ａ
Ｉ
や
カ
メ
ラ

で
花
を
見
分
け
て
受
粉
作
業

を
行
っ
た
り
、
無
農
薬
の
防

虫
技
術
を
開
発
し
、
小
型
ド

ロ
ー
ン
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
搭
載

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
用
化

を
目
指
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
技
術
的

な
研
究
と
並
行
し
て
自
治
体

や
金
融
機
関
、
農
業
法
人
と

連
携
し
な
が
ら
、
実
際
に
現

場
で
運
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
整
え
、
埼
玉
県
を
中
心
に

国
内
外
の
地
域
に
広
げ
て
い

く
体
制
を
構
築
す
る
。

　

本
学
は
昨
年
４
月
、「
工

学
と
農
学
の
融
合
に
よ
る
新

た
な
研
究
開
発
分
野
の
創
出

を
目
指
す
」
と
い
う
竹
内
学

長
の
構
想
に
よ
り
「
ス
マ
ー

ト
農
業
セ
ン

タ
ー
」
を
設
立
。

平
栗
教
授
が
セ
ン

タ
ー
長
を
務
め
て

い
る
。
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
い

て
も
同
セ
ン
タ
ー

と
緊
密
に
連
携

し
、
万
全
の
支
援

体
制
の
も
と
で
進

め
て
い
く
。

オンサイトPPAの太陽光発電を利用開始
私大PPAでは国内最大級、消費電力の約32％を賄う

　

本
事
業
は
西
松
建
設
が
本

館
屋
上
お
よ
び
拡
張
地
に
自

家
消
費
型
（
オ
ン
サ
イ
ト
）

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設

置
し
、
発
電
さ
れ
た
電
力
の

全
量
を
本
学
が
購
入
す
る
。

　

本
学
は
５
月
１
日
よ
り
埼
玉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
（
電
力
購
入
契
約
）
モ
デ

ル
を
活
用
し
た
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
使
用
を
開
始

し
た
。
私
立
大
学
に
お
け
る
Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業
と
し
て
は
、
国
内
最
大
級
の
規
模
と
な
る
。

　

学
園
創
立
１
１
８
周
年
を
記
念
す
る
教
職
員
祝
賀
会
が
６
月
28
日
、
埼
玉
キ
ャ
ン
パ
ス
の

ダ
イ
ニ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

法
人
役
員
・
職
員
、
大
学
・
付
属
中
学
・
高
校
の
教
職
員
の
ほ
か
、
後
援
会
や
同
窓
会
な

ど
外
郭
団
体
関
係
者
を
含
め
約
２
８
０
名
が
出
席
し
た
。

受粉作業を行うドローン（イメージ）

本
学
が
代
表
機
関
を
務
め
る
研
究
課
題

学
園
創
立
記
念
日　

教
職
員
祝
賀
会

２
０
２
５
年
度
省
エ
ネ
・
節
エ
ネ
へ
の
取
り
組
み

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の

開
発・供
給
に
関
す
る
事
業
に
採
択

本館屋上の発電装置も更新 キャンパス奥にある拡張地に発電装置を新設

利用開始式

祝賀会で学園関係者が親睦を深めた

学
園
創
立
１
２
０
周
年
に
向
け

一致
団
結
し
た
学
園
運
営
を
目
指
す

空
調
機
器
の
更
新
に
よ
る
高
効
率
化
な
ど

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
６
割
削
減
を
目
指
す

省エネ推進
ポスターを
学内各所に
掲示

大塚校長 竹内学長 柳澤理事長
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２
０
２
５
年
、
Ａ
Ｉ
は

「
生
成
Ａ
Ｉ
」
か
ら
自
律
的

に
行
動
す
る
「
Ａ
Ｉ
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
」、
さ
ら
に
現
実

世
界
で
動
作
す
る
「
フ
ィ
ジ

カ
ル
（
物
理
Ａ
Ｉ
）」
へ
と

進
化
し
つ
つ
あ
る
。
創
造
性

と
実
行
力
が
融
合
す
る
こ
と

で
Ａ
Ｉ
は
「
考
え
る
だ
け
で

な
く
動
く
存
在
」
と
な
り
、

Ａ
Ｉ
が
設
計
し
た
建
築
プ
ラ

ン
を
フ
ィ
ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ
が
建

設
す
る
未
来
も
現
実
味
を
帯

び
て
き
た
。
こ
の
進
化
の
鍵

と
な
る
の
が
「
身
体
性
」
と

い
う
概
念
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
が

身
体
機
能
を
持
ち
環
境
と
相

互
作
用
す
る
こ
と
で
、
人
間

に
近
い
知
能
を
発
揮
で
き
る

と
さ
れ
る
。
倉
庫
ロ
ボ
ッ
ト

「P
roteus

」
や
介
護
支
援

ロ
ボ
ッ
ト
「P

epper for 

C
are

」
は
そ
の
代
表
例
で

あ
り
、
Ａ
Ｉ
は
「
見
る
・
聞

く
・
動
く
・
感
じ
る
」
能
力

を
備
え
、
教
育
、
医
療
、
製

造
、
介
護
な
ど
多
様
な
分
野

で
人
間
と
共
存
す
る
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
技
術
の
急
速
な

進
化
と
社
会
と
の
調
和
を
図

る
た
め
、
日
本
で
は
２
０
２

５
年
５
月
28
日
に
「
Ａ
Ｉ
推

進
法
（
通
称
）」
が
成
立
し

た
。
こ
の
法
律
は
Ａ
Ｉ
の
研

究
開
発
と
活
用
を
促
進
し
つ

つ
、
デ
ィ
ー
プ
フ
ェ
イ
ク
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
と
い
っ

た
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ

の
「A

I A
ct

」
の
よ
う
な

罰
則
付
き
規
制
で
は
な
く
、

企
業
の
自
主
性
を
尊
重
す
る

「
ソ
フ
ト
ロ
ー
的
ア
プ
ロ
ー

チ
」
を
採
用
し
て
い
る
点
が

特
徴
で
あ
る
。
法
律
に
基
づ

き
内
閣
に
は
新
た
な
政
府
機

関
「
Ａ
Ｉ
戦
略
本
部
」
が
設

置
さ
れ
、
Ａ
Ｉ
基
本
計
画
の

策
定
、
研
究
支
援
、
人
材
育

成
、
国
際
連
携
な
ど
が
総
合

的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
技
術
革
新
と
制
度

整
備
の
流
れ
の
中
で
、
特
に

重
要
性
を
増
し
て
い
る
の
が

「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
（
技
術
経
営
）」
の

視
点
で
あ
る
。
Ｍ
Ｏ
Ｔ
と
は

技
術
を
単
な
る
研
究
成
果
に

留
め
ず
、
社
会
的
・
経
済
的

価
値
へ
と
転
換
す
る
た
め
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
で
あ

り
、
技
術
と
経
営
、
そ
し
て

社
会
と
の
橋
渡
し
を
担
う
。

　

Ａ
Ｉ
の
社
会
実
装
に
は
技

術
的
な
可
能
性
だ
け
で
な

く
、
現
場
で
の
ニ
ー
ズ
や
運

用
、
倫
理
・
法
的
課
題
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
Ｍ
Ｏ

Ｔ
は
こ
れ
ら
を
統
合
し
、
技

術
を
持
続
可
能
な
形
で
社
会

に
根
付
か
せ
る
戦
略
的
思
考

を
提
供
す
る
。
日
本
は
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
、
セ
ン
サ
ー
技

術
、
製
造
業
の
現
場
力
に
強

み
を
持
ち
、
Ａ
Ｉ
と
の
融
合

に
よ
り
フ
ィ
ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ
の

実
装
で
優
位
性
が
期
待
さ
れ

る
。
ト
ヨ
タ
の
「W

oven 

C
ity

」
は
そ
の
好
例
で
あ

り
、
Ｍ
Ｏ
Ｔ
の
視
点
が
活
か

さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
。

　

Ａ
Ｉ
の
進
化
、制
度
整
備
、

Ｍ
Ｏ
Ｔ
の
連
携
に
よ
り
、
Ａ

Ｉ
は
倫
理
、
安
全
性
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
と
い
っ
た
課
題
と

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、

社
会
と
調
和
し
共
進
化
し
て

い
く
。
こ
う
し
て
創
造
さ
れ

る
社
会
的
価
値
は
単
な
る
技

術
革
新
を
超
え
た
持
続
可
能

な
未
来
の
礎
と
な
る
。
Ａ
Ｉ

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
い
て
、

日
本
は
Ａ
Ｉ
開
発
・
活
用
の

世
界
的
モ
デ
ル
と
な
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
。

グ
ラ
ム
を
展
開
し
た
。
今
年

度
か
ら
は
各
回
に
テ
ー
マ
を

設
け
て
内
容
を
構
成
、
進
路

選
択
の
一
助
と
な
る
よ
う
工

夫
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
て
い
る
。
学
生
主
体
の
運

営
で
、「
研
究
紹
介
」「
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
」「
大
学
生

と
の
お
茶
会
」
な
ど
多
彩
な

企
画
を
通
じ
て
参
加
者
と
交

流
し
、
好
評
を
博
し
た
。

　

次
回
の
Ｏ
Ｃ
は
８
月
23

日
・
24
日
に
開
催
予
定
で
あ

る
。
面
接
官
と
在
学
生
に
よ

る
「
面
接
対
策
編
」
入
試
対

策
講
座
を
実
施
し
、
特
別
選

抜
・
総
合
型
選
抜
・
学
校
推

薦
型
選
抜
な
ど
、
面
接
を
伴

う
入
試
に
向
け
た
準
備
に
役

立
つ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

９
月
20
日
に
は
入
試
直
前

の
進
学
相
談
会
を
開
催
す

る
。
模
擬
面
接
や
入
試
相
談

を
通
し
て
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
進
路
選
択
を
後
押
し
す

る
機
会
と
す
る
。

別
相
談
を
行
っ
た
。
多
く
の

高
校
教
員
が
ブ
ー
ス
を
訪

れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

　

６
月
８
日
に
は
、
高
校

生
・
受
験
生
・
保
護
者
を
対

象
と
し
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
（
以
下
Ｏ
Ｃ
）
を
開

催
。
工
学
の
総
合
大
学
と
し

て
の
特
長
を
活
か
し
、
全
学

科
・
コ
ー
ス
で
体
験
型
プ
ロ

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施

し
た
。
そ
の
後
の
説
明
会
で

は
竹
内
学
長
が
大
学
の
近
況

や
高
大
連
携
事
業
に
つ
い
て

説
明
。
続
い
て
学
生
２
名
が

高
校
時
代
か
ら
現
在
の
学

び
、
卒
業
後
の
進
路
ま
で
を

語
る
体
験
を
報

告
し
た
。

　

休
憩
を
挟

み
、
入
試
課
よ

り
本
年
度
の
入

試
概
要
を
説
明

し
た
。
終
了
後

に
は
希
望
者
を

対
象
に
、
５
号

館
２
階
ラ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
学
科
・
学
群

教
員
お
よ
び
入

試
課
員
と
の
個

　

５
月
23
日
、
高
校
教
員
を

対
象
と
し
た
入
試
説
明
会
を

埼
玉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開

催
、
近
隣
を
中
心
に
58
校
が

参
加
し
た
。
は
じ
め
に
、
希

望
者
向
け
に
大
学
内
の
実

験
・
研
究
設
備
を
紹
介
す
る

入
試
・
学
生
募
集
関
連
情
報

高
校
教
員
対
象
入
試
説
明
会
を
開
催

竹内学長による大学の近況報告

個別相談ブース

Ａ
Ｉ
社
会
実
装
の
未
来
と
技
術
経
営

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
・
教
授
　
岡
本
和
也
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工
業
技
術
博
物
館
後
援
会
総
会
・
特
別
講
演
会
開
催

灯
台
関
連
機
器
の
歴
史
的
変
遷
と
価
値

環
境
活
動
の
方
針
、目
標
を
全
学
で
共
有

し
、
意
義
や
目
的
を
確
認
す

る
場
と
し
て
年
度
の
ス
タ
ー

ト
時
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

一
．
柳
澤
理
事
長
（
サ
ス
テ

イ
ナ
ブ
ル
ボ
ー
ド
監
査
委
員

長
）
挨
拶

　

２
０
０
１
年
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
認
証
取
得
か
ら
全

学
環
境
活
動
の
歴

史
を
振
り
返
り
、

そ
の
中
で
本
学
法

人
を
中
心
と
し
た

「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ

ル
ボ
ー
ド
」
に
よ

る
外
部
監
査
の
意

義
を
強
調
し
た
。

普
遍
的
な
社
会
課

題
で
あ
る
環
境
問

題
に
つ
い
て
は
、

　

５
月
22
日
、
全
教
職
員
及

び
学
生
を
対
象
と
す
る
Ｅ
Ｍ

Ｓ
「（
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
）
全
員
大
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会

は
、
本
学
が
取
り
組
ん
で
い

る
環
境
活
動
に
関
す
る
方
針

や
目
標
な
ど
を
全
学
で
共
有

足
元
で
あ
る
本
学
や
地
域
で

の
Ｎ
Ｉ
Ｔ-

Ｅ
Ｍ
Ｓ
・
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
活
動
の
地
道
な
推
進
が

重
要
と
語
っ
た
。

二
．
大
学
及
び
学
生
に
よ
る

環
境
活
動
報
告

　

雨
宮
本
部
長
が
、
昨
年
度

の
活
動
成
果
と
今
後
本
学
が

取
り
組
む
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
戦
略
や
サ
ス
テ
イ
ナ

ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
活
動

に
つ
い
て
説
明
し
た
。
続
い

て
学
生
主
体
の
環
境
・
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
活
動
の
取
り
組
み
と
成

果
を
学
生
環
境
推
進
委
員
会

の
学
生
４
名
が
報
告
し
た
。

三
．
研
究
成
果
発
表

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
補
助
金
を

活
用
し
た
７
件
の
研
究
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ

に
携
わ
っ
た
学
生
が
成
果
発

表
を
行
っ
た
。

四
．
竹
内
学
長
（
代
表
環
境

管
理
責
任
者
）
の
講
評

　

全
学
的
に
Ｅ
Ｍ
Ｓ
・
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
活
動
が
充
実
し
つ
つ
あ

る
こ
と
へ
の
評
価
と
、
こ
の

活
動
が
大
学
研
究
力
や
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
力
の
向
上
に
繋

が
る
こ
と
へ
の
期
待
が
述
べ

ら
れ
、
大
会
が
閉
幕
し
た
。

　

本
年
度
第
１
回
の
委
員
会

で
は
年
間
活
動
計
画
と
各
部

会
の
年
間
の
取
り
組
み
が
報

告
さ
れ
た
。
本
学
の
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
自

主
目
標
値
（
対
基
準
値
59
％

削
減
）
設
定
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活

動
補
助
金
研
究
採
択
の
審
議

が
行
わ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

環
境
推
進
委
員
会
開
催

先
立
ち
、
竹
内
学
長
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。
特
別
講
演
会
で

は
、
海
上
保
安
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
の
白
川
尊
央
試
験
研

究
官
が
「
灯
台
関
連
機
器
の

歴
史
的
変
遷
と
日
工
大
博
物

館
へ
の
譲
渡
機
器
群
の
歴
史

的
価
値
」
と
題
し
、
灯
台
の

役
割
と
そ
の
関
連
機
器
の
歴

史
的
変
遷
、
さ
ら
に
本
年
３

月
に
博
物
館
へ
譲
渡
さ
れ
た

灯
台
関
連
機
器
の
歴
史
的
価

値
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、

興
味
深
い
講
演
を
行
っ
た
。

参
加
し
て
い
た
多
く
の
学
生

が
、
そ
の
後
、
展
示
物
を
直

接
見
学
し
た
い
と
感
じ
た
様

子
で
あ
っ
た
。

　

総
会
・
講
演
会
終
了
後
に

は
懇
親
会
が
開
か
れ
、
柳
澤

理
事
長
も
出
席
し
、
参
加
者

と
本
学
教
職
員
と
の
交
流
の

場
と
し
て
大
変
有
意
義
な
時

間
と
な
っ
た
。

拶
が
あ
っ
た
。

　

総
会
で
は
、
昨
年
度
の
事

業
報
告
・
決
算
報
告
お
よ
び

会
計
監
査
報
告
と
、
本
年
度

の
事
業
計
画
・
予
算
案
に
つ

い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
い
ず

れ
も
異
議
な
く
承
認
さ
れ

た
。

　

そ
の
後
、
知
匠
会
員
の
称

号
授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
、

花
木
会
長
よ
り
駒
澤
大
学
名

誉
教
授
の
小
林
正
人
氏
に
称

号
記
が
授
与
さ
れ
た
。
小
林

氏
は
、
工
作
機
械
を
は
じ
め

と
す
る
機
械
工
業
と
経
済
の

関
係
に
つ
い
て
、
多
く
の
優

れ
た
研
究
業
績
を
残
し
て
い

る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
特
別
講
演
会
に

催
さ
れ
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
後
援
会

会
長
の
花
木
義
麿
氏
（
元

オ
ー
ク
マ
株
式
会
社
代
表
取

締
役
社
長
）
よ

り
、
後
援
会
運
営

へ
の
会
員
の
支
援

と
博
物
館
職
員
に

よ
る
活
発
な
活
動

へ
の
謝
意
が
述
べ

ら
れ
た
。
続
い

て
、
清
水
博
物
館

館
長
か
ら
も
、
昨

年
度
の
各
種
実
施

事
業
へ
の
支
援
に

対
す
る
感
謝
の
挨

副
会
長�

亀
山
啓
輔（
茨
城
）

〃　
　

�

山
中　

猛（
福
島
）

〃　
　
　

宮
﨑
泰
弘（
長
野
）

総
務　

清
田
博
明�

（
富
山
）

〃　
　

伊
藤
大
悟�

（
青
森
）

財
務　

黛　

正
明�

（
群
馬
）

〃　
　

饗
庭
典
一�

（
埼
玉
）

監
事　

土
屋
政
広�

（
埼
玉
）

〃　
　

佐
藤
る
み
子�（
岩
手
）

　

総
会
終
了
後
に
は
学
内
見

学
、
懇
親
会
も
行
わ
れ
た
。

　

５
月
28
日
、
本
学
学
友
会

館
に
て
、
工
業
技
術
博
物
館

後
援
会
の
２
０
２
５
年
度
総

会
お
よ
び
特
別
講
演
会
が
開

　

本
年
の
後
援
会
定
時
総
会

は
、
５
月
25
日
に
本
学
学
友

会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。
委

任
状
を
含
め
１
３
７
７
名
が

出
席
し
、事
業
報
告
、決
算
報

告
、事
業
計
画
、予
算
案
、理

事
・
監
事
選
出
の
各
議
案
の

慎
重
審
議
が
行
わ
れ
、
す
べ

て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

新
執
行
部
は
次
の
通
り
。

会
長�

篠
葉
幸
一（
埼
玉
）

特別講演講師の白川研究官

Ｅ
Ｍ
Ｓ
全
員
大
会
・
環
境
推
進
委
員
会
開
催

学生環境推進委員会による活動報告

柳澤理事長の挨拶

学
生
が
リ
ユ
ー
ス
傘
を
運
営

Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
埼
玉
産
学
交
流
会

創
立
40
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
の
実
現
に
向
け
た
活
動

「
リ
ユ
ー
ス
傘
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
、
遊
休
傘
を
活
用

し
、
誰
で
も
無
料
で
傘
を
レ

ン
タ
ル
で
き
る
仕
組
み
で
、

２
０
２
２
年
12
月
に
始
ま
り

今
年
で
３
年
目
を
迎
え
た
。

　

運
用
管
理
を
担
う
学
生
環

境
推
進
委
員
会
で
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
賛
同
・
協
賛
い

た
だ
い
た
企
業
の
Ｐ
Ｒ
を
掲

載
す
る
広
告
看
板
を
、
リ

ユ
ー
ス
傘
専
用
の
傘
立
て
に

設
置
す
る
企
画
を
構
想
中
で

あ
る
。
今
後
は
、
本
学
学
生

の
就
職
先
企
業
を
中
心
に
協

賛
を
募
る
予
定
だ
。

リユース傘のシール貼り作業

　

４
月
14
日
、
一
般
社
団
法

人
日
本
工
業
大
学
工
友
会
の

定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
２
０
２
４
年

度
事
業
・
収
支
報
告
、
監
査

報
告
、
２
０
２
５
年
度
事
業

計
画
案
・
収
支
予
算
案
、
理

事
お
よ
び
監
事
の
選
任
に
つ

い
て
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議

案
が
承
認
さ
れ
た
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ
ト
の
第

58
期
定
時
株
主
総
会
が
５
月

31
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
林
勇
司
社
長
よ

り
当
期
の
事
業
経
過
と
決
算

内
容
に
関
す
る
報
告
が
あ

り
、
質
疑
応
答
を
経
て
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
任
期
満
了
に
伴
う

取
締
役
の
選
任
が
行
わ
れ
、

４
名
全
員
（
う
ち
重
任
４

　

ま
た
、
地
域
支
部
・
学
科

支
部
代
議
員
の
一
覧
が
報
告

さ
れ
た
。

　

総
会
の
途
中
に
は
臨
時
理

事
会
が
開
か
れ
、
会
長
（
代

表
理
事
）
に
土
井
嘉
豊
氏
、

副
会
長
に
大
島
敏
正
氏
お
よ

び
村
田
賢
志
氏
、
事
務
局
長

に
清
水
博
幸
氏
が
選
出
さ

れ
、
そ
の
結
果
が
総
会
に
て

報
告
さ
れ
た
。

名
）
が
選
任
さ
れ
た
。
社
長

に
は
引
き
続
き
林
勇
司
氏
が

再
任
さ
れ
た
。

　

林
社
長
は
「
学
生
の
皆
さ

ま
の
学
生
生
活
の
向
上
支
援

と
大
学
と
の
連
携
強
化
に
努

め
る
と
と
も
に
、
食
材
等
の

高
騰
を
は
じ
め
と
し
た
様
々

な
課
題
に
も
対
処
し
て
い
き

た
い
」
と
決
意
を
述
べ
、
株

主
総
会
は
終
了
し
た
。

後
援
会
定
時
総
会

工
友
会
定
時
総
会

Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ
ト
株
主
総
会

コンテストの参加者を募集中！

NITプロダクトデザインコンテスト事務局
E-mail：pdcontest@nit.ac.jp

作品送付先／お問い合わせ先

NITプロダクトデザインコンテスト2025
表彰式参加登録

締切 10/268/21

先進工学部ロボティクス学科
TEL：0480-33-7716（学科事務室）
櫛橋康博　E-mail：kusihasi@nit.ac.jp

約１インチサイズの小型ロボット
によるライントレース競技です。
初心者でも参加しやすいネーム
カード（名刺サイズ）部門も設置
しています。今回もオンライン
での開催を予定しています。

高校生対象のデザイン提案コ
ンテスト。オリジナルアイデア、
自由、3Dモデリング、3Dプリ
ンタ造形の4部門で、自由な発
想に基づく魅力的なプロダクト
の提案を期待しています。

エントリー／お問い合わせ先

第19回 マイクロロボコン高校生大会
申込
締切 11/29

建築設計競技委員会
TEL：0480-33-7676（入試課）
E-mail：kenchiku-compe@nit.ac.jp

建築を学ぶ高校生を対象とし
た建築設計の腕試しの場、建
築学科の教育活動の一環とし
て開催。今回の課題は「宮沢
賢治の物語の家」。

作品送付先／お問い合わせ先

第39回 建築設計競技
入賞発表提出期限 9月中旬8/29

競技結果
提出締切 1/13

　在学中、鳥人間コンテストに挑戦したきっかけ
は、同期友人の「学生のうちに陸・海・空を制覇
しよう」という無謀な一言でした。物理体感工
房の先生方による熱いご支援のもと、2011年に
本学として鳥人間コンテストに“初”出場しまし
たが、前日の悪天候により機体が破損。やむな
く棄権となり、記録は残りませんでした。
　その悔しさを糧に卒業後、当時のメンバーを中
心に日工大“発”の鳥人間チームを結成。出場部
門を滑空機に変更し、本学にゆかりのある日野熊
蔵氏が製作した「日野二式号機」をベースに機体
を製作して、2017年大会に出場。101.05mを記
録し、新人賞である「Fresh Birdman賞」を受賞
しました。
　今後、学生から新たなチャレンジャーが現れ、
本学としての“初”記録を作ってくれることを期
待しています。

鳥人間現役出場の悲願
後輩たちに繋げたい

システム工学科（第33期生／2011年卒業）
日本工業大学
学園情報システム部勤務 甲斐正也さん

　

本
会
は
本
学
の
協
力
の
も

と
、
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
会

員
企
業
の
技
術
レ
ベ
ル
向

上
、
地
域
産
業
の
発
展
を
目

的
に
１
９
８
５
年
に
創
立
さ

れ
た
。

　

40
周
年
を
迎
え
た
本
年
７

形
船
で
催
さ
れ
た
。
中
締
め

で
竹
内
貞
雄
学
長
は
「
会
社

経
営
、
大
学
運
営
共
に
厳
し

い
時
代
だ
が
、
こ
う
し
た
会

合
で
親
睦
を
深
め
、
皆
で
良

い
方
向
に
も
っ
て
い
き
た

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

月
23
日
、
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ

ル
に
て
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

催
さ
れ
、
本
学
と
会
員
企
業

か
ら
約
30
名
が
出
席
。
杉
本

賢
次
会
長
は
「
日
工
大
と
の

関
わ
り
は
企
業
価
値
、
商
品

の
付
加
価
値
の
向
上
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
」
と
本
会

の
意
義
を
説
明
し
た
。

　

柳
澤
章
理
事
長
は
「
ト
ラ

ン
プ
関
税
な
ど
中
堅
・
中
小

企
業
に
と
っ
て
多
難
な
時

代
、自
助
努
力
と
共
に
、本
会

の
よ
う
な
交
流
を
通
じ
た
学

び
も
大
切
だ
」と
強
調
し
た
。

　

続
い
て
浜
野
製
作
所
の
浜

野
慶
一
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が「
東
京
・
下

町
・
町
工
場
の
挑
戦
！
」と
題

し
て
講
演
を
行
っ
た
。
浜
野

氏
は
会
社
継
承
直
後
の
ど
ん

底
の
状
況
か
ら
、
多
数
の
企

業
賞
を
受
賞
す
る
ま
で
に
成

長
し
た
経
緯
を
熱
く
語
っ
た
。

　

閉
会
後
、
納
涼
例
会
が
屋
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ま
つ
り
は
愛
だ
！

宮
代
町
民
ま
つ
り

宮代町
だより

255号

　

宮
代
の
夏
の
風
物
詩
、

第
42
回
「
宮
代
町
民
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

昼
は
子
ど
も
向
け
の
イ

ベ
ン
ト
、
夜
は
進
修
太
鼓

の
演
奏
に
加
え
、
流
し
踊

り
、
み
こ
し
・
山
車
の
巡

行
が
行
わ
れ
ま
す
。
宮
代

の
熱
い
ま
つ
り
を
ぜ
ひ
体

感
し
て
く
だ
さ
い
！

日
時
：
８
月
23
日
、
24
日

10
時
～
20
時
30
分

会
場
：
進
修
館
周
辺

問
合
：
地
域
支
援
課
地
域

振
興
担
当（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
進
修
館
）
０
４

８
０-

３
３-

３
８
４
６

各学会からの受賞が多数報告された。本学の教育研究レベルの高さを示す結果となった。
学生自身の努力、指導教員の熱意に加え、工業系大学の中でも卓越した実験研究設備・施設の充実も寄与している。

学生、教員の受賞報告が届きました！

電気学会東京支部
優秀論文発表賞
電気電子通信工学科4年（受賞時）

（木村研究室）

仲野 壮
受賞論文名：時間枠制約付き配送計画問題に
対するSimulated Annealing を導入したカ
オス探索法
受賞日：3月6日

電気学会東京支部
電気学術女性活動奨励賞
電気電子通信工学科4年（受賞時）

（木許研究室）

伊藤 潮里
研究・学業に精励し、電気情報工学科の同学
年の女子学生の中で優秀な成績を収めた
受賞日：3月31日

電気学会東京支部
電気学術奨励賞
電気電子通信工学科4年（受賞時）

（竹本研究室）

中村 智哉
研究・学業に精励し、電気情報工学科の同学
年の学生の中で優秀な成績を収めた
受賞日：3月31日

電子情報通信学会
学術奨励賞
電子情報メディア工学専攻博士前期課程1年

（受賞時）（平栗研究室）

青山 幸瑶
受賞論文名：異メディアを含む複数同時接続
時におけるドローン飛行ハンドオーバ方式の提
案
受賞日：3月26日

情報処理学会
学生奨励賞
情報メディア工学科4年（受賞時）

（橋浦研究室）

王 淦
受賞論文名：GPT-4oを用いた単体テストの
自動生成手法の初期評価
受賞日：3月15日

第48回学生設計優秀作品展
レモン賞／平井政俊賞
建築デザイン学専攻博士前期課程1年

（小川研究室）

尾島 惇聖
受賞論文名：玉川学園いとなみ峠～住宅密集
丘陵地域における建築と道の再構築
受賞日：5月5日

日本機械学会機素潤滑設計部門
功績賞
ロボティクス学科

宮川 豊美 教授
機素潤滑設計分野における学術研究、技術開
発および先駆的研究を推進し、同部門および
機械工学、工業の発展に多大な功績を残した
受賞日：4月25日

日本建築学会
日本建築学会賞（論文）
建築学科

徐 華 教授
受賞論文名：知的生産性及び心理的快適性の
向上に資する研究執務空間のレイアウト計画
に関する一連の研究
受賞日：5月30日

空気調和・衛生工学会
学会賞論文賞（学術論文部門）
建築学科

吉野 一 教授
受賞論文名：空気循環系における動的定常濃
度を用いた換気効率測定法の開発
受賞日：5月15日

電気学会東京支部
優秀論文発表賞
電子情報メディア工学専攻博士前期課程2年

（受賞時）（上野研究室）

金澤 祥太
受賞論文名：二硫化モリブデン添加カーボン
ブラシの摺動特性
受賞日：3月6日

　

５
月
26
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
情

報
番
組
「
午
後
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

ニ
ュ
ー
ス
ー
ン
」
に
登
場
。

「
こ
の
施
設
に
あ
る
お
宝
の

マ
シ
ン
を
動
か
す
」
を
テ
ー

マ
に
数
分
の
中
継
が
３
回
放

送
さ
れ
た
。
レ
ポ
ー
タ
ー
が

上
原
学
芸
員
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
刺
繍
ミ
シ
ン
、
灯
台

関
連
機
器
、
Ｓ
Ｌ
な
ど
の
動

態
保
存
展
示
物
を
巡
り
、
ク

イ
ズ
を
交
え
て
紹
介
し
た
。

　

８
月
２
日
に
は
テ
レ
ビ
東

京
の
情
報
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組

「
ア
ド
街
ッ
ク
天
国
」
に
登

場
。
定
期
的
に
行
っ
て
い
る

Ｓ
Ｌ
の
有
火
運
転
の
様
子
な

ど
が
放
送
さ
れ
た
。
こ
の
中

で
、
電
気
電
子
通
信
工
学
科

４
年
の
竹
島
駿
さ
ん
が
Ｓ
Ｌ

の
運
転
を
目
指
し
て
ボ
イ

ラ
ー
技
士
の
国
家
資
格
を
取

得
し
、
現
在
練
習
中
で
あ
る

こ
と
も
紹
介
さ
れ
た
。

　

建
築
学
科
の
小
川
次
郎
教

授
、
本
学
Ｏ
Ｂ
の
小
林
靖
氏

と
池
田
聖
太
氏
が
設
計
し
、

小
川
研
究
室
の
学
生
が
協
力

し
た
「
エ
バ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド

木
材
加
工
場
」
が
日
本
木
材

青
壮
年
団
体
連
合
会
主
催

「
第
28
回
木
材
活
用
コ
ン

ク
ー
ル
」
で
最
優
秀
賞
（
農

林
水
産
大
臣
賞
）
を
受
賞
し

た
。
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
１
０

０
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
最

終
審
査
会
で
受
賞
21
作
品
が

選
出
さ
れ
、
５
月
24
日
に
表

彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　

な
お
前
号
で
紹
介
し
た
通

り
、
本
加
工
場
は
３
月
31
日

にT
E
C
T
U
R
E
 A

W
A
R
D

フ
ァ
イ
ナ
ル
ラ
ウ
ン
ド
で
グ

ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
て
い

る
。

　

小
川
教
授
は
「
多
数
の
応

募
作
品
の
中
か
ら
選
ん
で
頂

け
た
こ
と
を
と
て
も
光
栄
に

思
う
。
も
の
づ
く
り
に
と
こ

と
ん
こ
だ
わ
る
『
日
工
大
ス

ピ
リ
ッ
ト
』
を
今
後
も
Ｏ
Ｂ

や
現
役
学
生
と
追
求
し
て
い

き
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
た
。 木材加工場内部

木
材
活
用
コ
ン
ク
ー
ル
で

農
林
水
産
大
臣
賞

卒
業
生
が
在
学
生
に

就
活
の
ア
ド
バ
イ
ス

工
業
技
術
博
物
館
が

有
名
テ
レ
ビ
番
組
で
紹
介

　

６
月
５
日
、
社
会
で
活
躍

す
る
本
学
卒
業
生
45
名
を
招

き
、
就
職
活
動
を
控
え
る
学

部
３
年
生
、
大
学
院
１
年
生

を
主
な
対
象
と
し
た
「
卒
業

生
座
談
会
」
を
実
施
し
た
。

就
職
活
動
の
早
期
化
を
受

け
、
学
生
が
早
い
時
期
か
ら

「
働
く
こ
と
」
を
リ
ア
ル
に

感
じ
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ

と
を
目
的
に
、
就
職
支
援
課

が
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

当
日
は
約
４
７
０
名
の
学

生
が
参
加
し
、
建
築
系
・
も

の
づ
く
り
系
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
系
の

各
部
屋
に
自
由
に
分
か
れ
、

少
人
数
の
学
生
グ
ル
ー
プ
の

中
に
卒
業
生
が
入
る
座
談
会

形
式
で
行
わ
れ
た
。
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
参
加
学
生

か
ら
は
入
社
の
決
め
手
、
仕

事
の
や
り
が
い
や
苦
労
、
就

職
活
動
の
コ
ツ
な
ど
多
く
の

質
問
が
飛
び
交
い
、
夏
休
み

に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
控

え
た
学
生
に
と
っ
て
貴
重
な

情
報
収
集
の
場
と
な
っ
た
。

　

座
談
会
前
に
は
「
懇
親

会
」
と
し
て
、
卒
業
生
同
士

や
在
学
当
時
に
関
わ
り
の

あ
っ
た
教
職
員
と
の
交
流
の

場
を
設
け
た
。
卒
業

後
わ
ず
か
数
年
で
大

き
く
成
長
し
た
姿
に

教
職
員
が
感
動
す
る

場
面
も
あ
っ
た
。
就

職
支
援
課
で
は
今
後

も
卒
業
生
や
企
業
の

協
力
を
得
な
が
ら
、

学
生
に
と
っ
て
有
意

義
な
就
職
支
援
を
継

続
し
て
い
く
方
針
で

あ
る
。

卒業生が在学生に業務内容などを説明

タイで研究、英語修得に奮闘中!
機械システム工学専攻
博士前期課程2年（神研究室所属） 木島 竜さん

　木島さんは5月末から5か月間、タイのキングモ
ンクット工科大学トンブリ校（KMUTT）に派遣さ
れ、金属板成形法の1つ「絞り加工」の形状改善に
関する研究に取り組んでいる。昨年、研究室の留
学生と交流する中で英語の必要性を感じるとともに
異国文化に興味を抱くようになった。さらには研究
室の先輩が同校に派遣されたことで海外研修に興
味を持ち、今回の研修に挑んだ。派遣から1か月

（取材時）の近況を紹介したい。
　研究については日本語が達者なティップマス教
授の指導により、順調に進んでいるそうだ。7月の
国際会議PRESM2025に向けて研究発表の準備を
進めているところであった。同校には他の留学生と
交流する場もあり、これも貴重な経験になっている。
　一方、学生寮の環境や設備不足など、生活面で
は苦労しているようだ。しかしこれも「タイの生活
や文化を肌で体感できる機会」とポジティブに捉
えながら、少しずつ改善を試みている。
　木島さんは将来的に大学教員を目指しており、
今回の体験全てがその糧になると確信し日々奮闘
している。「夢を叶えるためには乗り越えなければ
ならない壁がある。この機会に英語スキルを向上さ
せ、学会発表や論文作成などに活かしていきたい」
と意欲的だ。派遣期間の10月末までに彼がどんな
ことを体験し、どのように成長していくか。今後の
活躍にも注目したい。

ドイステープ寺の前で

ボイラー技士を取得した竹島さん

灯台関連機器


